第11回オリンピック冬季競技大会（札幌大会）における恵庭岳滑降競技場建設問題に関する歴史学的研究 by 石塚 創也 & Soya Ishizuka
―1―
氏名・（本籍）	 石塚　創也（東京都）
学 位 の 種 類	 博士（体育学）
報　告　番　号	 甲　第139号
学位授与年月日	 2020（令和 2）年 3月20日
学位授与の要件	 学位規則（昭和28年 4 月 1 日文部省令第 9号）















2019年 4 月10日（水）	 博士学位請求論文の受理、学位審査委員会の設置
2019年 4 月21日（金）	 第 1 回学位審査委員会〈稟議〉（審査日程および本委員会運営方針の確認）
2019年 6 月 4 日（火）	 第 2 回学位審査委員会〈稟議〉（問題点の整理）
2019年 9 月19日（木）	 第 3 回学位審査委員会〈稟議〉（問題点についての質疑応答）
2019年10月 7 日（月）	 第 4 回学位審査委員会〈稟議〉（論文の評価）
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2019年11月19日（火）	 第 5 回学位審査委員会（口述試験、論文の最終確認）
2019年11月29日（金）	 第 6 回学位審査委員会〈稟議〉（審査報告書の作成・確認）
2019年12月11日（水）	 博士課程委員会において審査結果の報告
2019年12月19日（木）～2020年 1 月 7 日（火）　論文の公示



















































































































（ 4）	 	石塚創也（2014）恵庭岳滑降競技場跡視察報告 .中京大学体育学論叢、55（1）：89-95（主として
補章を構成）
2 ．最終試験の結果
本論文の内容に関して、2019年11月19日に口頭にて最終試験を実施した。その内容は、歴史研究に関す
る方法論、史料評価や解釈の妥当性等の本研究に直接関わる内容に加え、オリンピック・ムーブメントや
スポーツ史研究等の専門領域に関する知識と理解度、研究に対する論理的な展開能力などについてその学
識と研究能力を確認しようとするものであった。その結果、これらの事項に関し十分な学識と研究能力と
を有していると判定した。
3 ．学力の確認
本論文の提出者は、本研究科博士課程において所定の単位を取得し、かつ本研究科の指導指針にのっと
り、学会誌に筆頭著者として複数の原著論文を発表していることから、博士の学位を授与されるに値する
学力を有すると確認した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、か
つ論文提出者はその専門分野における充分な学識と研究能力とを有するものであることを確認したので、
博士（体育学）の学位を授与するのに適格であると判定した。
以上
